
評価基準 

教 科 国   語 学 年 ２学年 
 

単元名 時数 単元の目標 
評  価  基  準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
 

 1 

こえの 大きさを かん

がえてはなそうすごろく

トーク 

2 

◇いろいろな場面で、話す声の大きさを

考えて、気をつけて話すことの大切さに

気づく。 

◎音節と文字との関係、アク

セントによる語の意味の違

いなどに気付くとともに、姿

勢や口形、発声や発音に注意

して話している。(⑴イ) 

・紹介や説明、報告など伝え

たいことを話したり、それら

を聞いて声に出して確かめ

たり感想を述べたりする活

動。(A⑵ア) 

・進んで伝えたい事柄や相手

に応じて、声の大きさや速さ

などを工夫し、今までの学習

を生かしてすごろくトーク

をしようとしている。 

きょうの できごとを 書

きとめようつづけて みよ

う ――日記 

4 

■毎日の生活を振り返り、経験したこと

や想像したことなどから書くことを見

つけ、日記を書く。 

◎長音、拗音、促音、撥音な

どの表記、助詞の「は」、「へ」

及び「を」の使い方、句読点

の打ち方、かぎ(「 」)の使い

方を理解して文や文章の中

で使っている。また、平仮名

及び片仮名を読み、書くとと

もに、片仮名で書いている。 

◎「書くこと」において、経

験したことや想像したこと

などから書くことを見付け、

必要な事柄を集めたり確か

めたりして、伝えたいことを

明確にしている。(B⑴ア) 

・積極的に、経験したことや

思ったことなどから書くこ

とを見つけようとし、学習課

題にそって、日記を書いて友

達と読み合おうとしている。 

たのしく こえに 出し

て よもうちいさい お

おきい 

2 

□体を動かしたり、声の大きさを工夫し

ながら、楽しく読む。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

・読み聞かせを聞いたり物語

などを読んだりして、内容や

感想などを伝え合ったり、演

じたりする活動。(C⑵イ) 

・進んで言葉の響きなどに気

をつけて、学習の見通しをも

って音読しようとしている。 

一  とうじょう人物の 

した ことに 気を つ

けて 読もうはるねこ 

12 

□場面の様子や登場人物の行動など、内

容の大体を捉え、音読する。 

◎「読むこと」において、場

面の様子や登場人物の行動

など、内容の大体を捉えてい

る。(C⑴イ) 

◎「読むこと」において、場

面の様子や登場人物の行動

など、内容の大体を捉えてい

る。(C⑴イ) 

・進んで場面や登場人物の様

子を捉え、学習課題にそって

音読を聞き合ったり、考えた

ことを伝え合ったりしよう

としている。 

大事な ことを おとさ

ずに 聞こうひろい 公
3 

◇質問を落とさないように聞き、絵から

答えを探す。 

○音節と文字との関係、アク

セントによる語の意味の違

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、話し手が知らせたい

・進んで話し手が知らせたい

ことや自分が聞きたいこと
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 2 

園 いなどに気付くとともに、姿

勢や口形、発声や発音に注意

して話している。(⑴イ)◎共

通、相違、事柄の順序など情

報と情報との関係について 

ことや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中し

て聞き、話の内容を捉えて感

想をもっている。(A⑴エ) 

を落とさないように集中し

て聞き、今までの学習を生か

して、伝言クイズをしようと

している。 

言葉の  文化①回文を 

たのしもう 
1 

△回文の意味を知り、楽しみながら回文

を読む。 

◎長く親しまれている言葉

遊びを通して、言葉の豊かさ

に気付いている。(⑶イ) 

 ・進んで長く親しまれている

言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気づこうとし、学習の

見通しをもって回文を楽み

ながら読んでいる。 

漢字の  ひろば①画と 

書きじゅん 
2 

△漢字の画と筆順について理解し、正し

く書く。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２学年までに配当さ

れている漢 

 ・積極的に漢字の筆順を理解

し、学習の見通しをもって、

正しい筆順で漢字を書こう

としている。 

一年生で 学んだ 漢字

① 
2 

△絵を見て想像したことをもとに、１年

生で学んだ漢字などを使って文を書く。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

◎「書くこと」において、経

験したことや想像したこと

などから書くことを見付け、

必要な事柄を集めたり確か

めたりして、伝えたいことを

明確にしている。(B⑴ア) 

・積極的に前学年で配当され

ている漢字を書き、学習の見

通しをもって文を書こうと

している。 
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 3 

表の第２学年までに配当さ

れている漢 

二 じゅんじょに 気を 

つけて、二つの つながり

を かんがえようすみれ

と あり 

13 

□ありとの関わりに気をつけながら、す

みれが仲間を増やす仕組みについて説

明した文章を読む。 

◎文の中における主語と述

語との関係に気付いている。

(⑴カ)○共通、相違、事柄の順

序など情報と情報との関係

について理解している。(⑵

ア) 

○「書くこと」において、 語

と語や文と文との続き方に

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。 (Ｂ⑴

ウ)◎「読むこと」において、

時間的 

・進んで時間的な順序や事柄

の順序を考えばがら読むこ

とを通して、学習課題に沿っ

て、文章の中の重要な語や文

を考えて選び出そうとして

いる。 

わかりやすく きろくしよ

うかんさつ発見カード 
4 

■観察して同じところや違うところを

見つけ、考えが明確になるように事柄の

順序にそって簡単な構成を考え、「かん

さつ発見カード」を書く。 

◎文の中における主語と述

語との関係に気付いている。

(⑴カ)◎共通、相違、事柄の順

序など情報と情報との関係

について理解している。(⑵

ア) 

○「書くこと」において、経

験したことや想像したこと

などから書くことを見付け、

必要な事柄を集めたり確か

めたりして、伝えたいことを

明確にしている。(B⑴ア)◎

「書くこと」において、自分

の思いや考えが明確になる

ように、事柄の順序に沿って

簡単な 

・積極的に、発見したことを

もとに簡単な構成を考え、学

習課題にそって、「かんさつ

発見カード」を書こうとして

いる。 

言葉の  文化②むかしの 

うたを 読もう 
1 

△平仮名四十七文字を全て使った歌や

数字が歌詞に組み込まれた遊び歌があ

ることを知り、音読する。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク)◎長く親しま

れている言葉遊びを通して、

言葉の豊かさに気付いてい

 ・進んで長く親しまれている

言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気づこうとし、学習の

見通しをもって音読しよう

としている。 
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 4 

る。(⑶イ) 

言葉の ひろば①かたか

なで 書く 言葉 
3 

△片仮名で書く言葉の種類を知り、正し

く使い分ける。 

◎長音、拗音、促音、撥音な

どの表記、助詞の「は」、「へ」

及び「を」の使い方、句読点

の打ち方、かぎ(「 」)の使い

方を理解して文や文章の中

で使っている。また、平仮名

及び片仮名を 

 ・積極的に片仮名で書く語の

種類を知ろうとし、今までの

学習を生かして文を書こう

としている。 

読書の  ひろば①本で 

しらべよう 
2 

△図書館で本を探す方法を知り、本を探

して読む。 

◎読書に親しみ、いろいろな

本があることを知っている。

(⑶エ) 

〇「読むこと」において、文

章の中の重要な語や文を考

えて選び出している。(Ｃ⑴

ウ) 

・図書館で本を探す方法を知

り、自分の目的の本を探す際

に役立てようとしている。 

三 本で しらべて しょう

かいしよう 「生きものク

イズ」で しらせよう 

6 

△意味をもとに仲間に分けた漢字につ

いて理解する。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２学年までに配当さ

れている漢 

 ・積極的に前学年や当該学年

で配当されている漢字を書

き、学習の見通しをもって、

漢字の意味のつながりを知

ろうとしている。 

漢字の ひろば②なかま

の 言葉と 漢字 
2 

△意味をもとに仲間に分けた漢字につ

いて理解する。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

 ・積極的に前学年や当該学年

で配当されている漢字を書

き、学習の見通しをもって、

漢字の意味のつながりを知
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 5 

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２学年までに配当さ

れている漢 

ろうとしている。 

言葉の ひろば②「言葉の

なかまさがしゲーム」をし

よう 

2 

△言葉が体系性をもって存在している

ことに気づき、上位語・下位語の概念に

基づいて、言葉を探したりまとめたりす

る。 

◎身近なことを表す語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがある

ことに気付き、語彙を豊かに

している。(⑴オ)○共通、相

違、事柄の順序など 

 ・積極的に、言葉には意味に

よる語句のまとまりがある

ことに気付こうとし、学習の

見通しをもって言葉を分類

しようとしている。 

四 くりかえしに 気を 

つけて、とうじょう人物の 

様子を読もうきつねの 

おきゃくさま 

15 

□場面の様子に着目して、登場人物の行

動を具体的に想像し、文章の内容と自分

の体験とを結びつけて、感想をもつ。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

◎「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ)○「読むこ

と」において、文章の内容と

自分の体験とを結び付 

・進んでお話の中の言葉や表

現がもつよさを感じるとと

もに、学習課題にそって自分

の思いや考えを伝え合おう

としている。 

言葉の  文化③いなばの 

しろうさぎ 
5 

△古くから伝わっている話を、興味をも

って聞き、場面の様子を想像する。 

◎昔話や神話・伝承などの読

み聞かせを聞くなどして、我

が国の伝統的な言語文化に

親しんでいる。(⑶ア) 

○「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ) 

・進んで昔話や神話・伝承な

どの読み聞かせを聞き、今ま

での学習を生かして昔話や

神話・伝承の書かれた本を探

して読もうとしている。 

言葉の ひろば③うれし

く なる 言葉 
4 

△言葉が表す意味と、その言葉にこめら

れる気持ちについて考え、話し合う。 

◎言葉には、事物の内容を表

す働きや、経験したことを伝

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、身近なことや経験し

・積極的に言葉には事物の内

容を表す働きや経験したこ
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 6 

える働きがあることに気付

いている。(⑴ア)◎身近なこ

とを表す語句の量を増し、話

や文章の中で使うとともに、

言葉には意味による語句 

たことなどから話題を決め、

伝え合うために必要な事柄

を選んでいる。(A⑴ア) 

とを伝える働きがあること

に気づこうとし、学習の見通

しをもって「うれしくなる言

葉」を伝え合おうとしてい

る。 

読書の ひろば②ひろが

る 読書の せかい 
1 

△「オリジナル図書カード」や「読書ゆ

うびん」を作成する活動を通して、いろ

いろな本があることを知る。 

◎読書に親しみ、いろいろな

本があることを知っている。

(⑶エ) 

〇「読むこと」において、文

章を読んで感じたことや分

かったことを共有している。

(C⑴カ) 

・読書生活を振り返ったり、

読みたい本を選んだりして

いる 

じゅんじょを考えて話そ

う話したいな、聞きたい

な、夏休みのこと 

5 

◇夏休みのできごとを、順序を考えて話

したり、友達の話を聞いて感想を述べ合

ったりする。 

◎音節と文字との関係、アク

セントによる語の意味の違

いなどに気付くとともに、姿

勢や口形、発声や発音に注意

して話している。(⑴イ) 

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、相手に伝わるよう

に、行動したことや経験した

ことに基づいて、話す事柄の

順序を考えている。(A⑴イ) 

・進んで相手に伝わるように

話す事柄の順序を考え、今ま

での学習を生かして夏休み

のできごとを紹介しようと

している。 

しを読もうてんとうむし 2 

□言葉のリズムや響きを楽しみながら、

イメージの自由な広がりをとおして詩

を楽しむ。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

◎「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ) 

・すすんで言葉の響きなどに

気をつけて、学習の見通しを

もって感想を発表しようと

している。 

漢字のひろば③二つの漢

字でできている言葉 
2 

△二つの漢字でできた言葉の構成を確

認し、二つの漢字のつながり方を考え

る。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

 態度】・積極的に前学年や当

該学年で配当されている漢

字を書き、学習の見通しをも

って、二つの漢字でできてい

る言葉を読んだり書いたり

しようとしている。 
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 7 

表の第２学年までに配当さ

れている漢字を読んでいる。

また、第１学 

一年生で学んだ漢字② 2 

△絵を見て想像したことをもとに、１年

生で学んだ漢字などを使って文を書く。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２ 

◎「書くこと」において、語

と語や文と文との続き方に

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。(B⑴ウ) 

・積極的に文の中における主

語と述語の関係に気づこう

とし、学習の見通しをもって

文や文章を書こうとしてい

る。 

五 登場人物が考えてい

たことをそうぞうしよう

わにのおじいさんのたか

らもの 

13 

□文章を読み、場面の様子に着目して、

登場人物の行動を具体的に想像するこ

と。 

◎言葉には、事物の内容を表

す働きや、経験したことを伝

える働きがあることに気付

いている。(⑴ア) 

◎「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ)○「読むこ

と」において、文章の内容と

自分の体験とを結び付けて、

感想をもっている。(C⑴オ) 

・学習課題にそって、進んで

登場人物が考えていたこと

を、本文の言葉を根拠に想像

しようとしている。 

言葉のひろば④はんたい

のいみの言葉、にたいみの

言葉 

2 

△対義語や類義語があることを知り、身

近な言葉から対義語や類義語を集める。 

◎身近なことを表す語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがある

ことに気付き、語彙を豊かに

している。(⑴オ)○共通、相

違、事柄の順序など 

 ・積極的に反対の意味をもつ

ものや、似た意味をもつもの

があることに気づこうとし、

学習の見通しをもって言葉

を使おうとしている。 
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六 まとまりのある文章を

書こう町の「すてき」をつ

たえます 

11 

■生活科の町たんけんで見つけたこと

やわかったことをもとに、自分の思いや

考えが明確になるように事柄の順序に

そって簡単な構成を考え、町のすてきを

伝える文章を書く。 

◎文の中における主語と述

語との関係に気付いている。

(⑴カ)◎共通、相違、事柄の順

序など情報と情報との関係

について理解している。(⑵

ア) 

◎「書くこと」において、自

分の思いや考えが明確にな

るように、事柄の順序に沿っ

て簡単な構成を考えている。

(B⑴イ) 

・他教科での学習や経験を関

連させながら、事柄の順序に

そって構成を考え、報告する

文章を書いている。 

国語の学習  つながる 

ひろがる 
1 

◇一年間の国語学習を振り返ったり、こ

れからの学習について考えたりして、楽

しみながら学習できるようにする。 

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、話し手が知らせたい

ことや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中し

て聞き、話の内容を捉えて感

想をもっている。(Ａ(1)エ)〇

「書くこと」において、経験 

 ・進んで経験したことから書

くことを見つけ、今までの学

習を生かして思い出したこ

とや下巻の教科書でどんな

学習をしたいかを共有しよ

うとしている。 

一 じゅんじょや様子を

あらわす言葉に気をつけ

ようさけが大きくなるま

で 

11 

□さけの成長について、季節や場所、さ

けの様子の移り変わりを考えながら、内

容の大体を読む。 

◎共通、相違、事柄の順序な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。(⑵ア) 

○「話すこと・聞くこと」に

おいて、相手に伝わるよう

に、行動したことや経験した

ことに基づいて、話す事柄の

順序を考える。(Ａ⑴イ)◎「読

むこと」において、文章の 

・積極的に情報と情報との関

係について理解しようとし

て、学習課題にそって、文章

の中の重要な語や文を考え

て選び出したりしている。 

二まいのしゃしんのちが

いをくらべようこの間に

何があった？ 

2 

□１枚めの写真から視点を定めて、２枚

めの写真になった際、何かが起きたこと

を想像する。 

◎共通、相違、事柄の順序な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。(⑵ア) 

◎「読むこと」において、時

間的な順序や事柄の順序な

どを考えながら、内容の大体

を捉えている。(C⑴ア)○「読

むこと」において、文章の内

・進んで二枚の写真のちがい

を比べることを通して、学習

課題にそって、二枚の写真の

間にあったできごとを想像

しようとしている。 
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容と自分の体験とを結び付

けて、感想をもっている。(C

⑴オ) 

二 様子をよく見て、くわ

しく書こうおもしろいも

の、見つけたよ 

10 

■見つけた物をよく見て、 内容のまと

まりがわかるように書き表し方を工夫

して、友達に様子が伝わるように詳しく

文章を書く。 

◎身近なことを表す語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがある

ことに気付き、語彙を豊かに

している。(⑴オ) 

◎「書くこと」において、語

と語や文と文との続き方に

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。(B⑴ウ)◎

「書くこと」において、文章

に対する感想を伝え合い、自

分 

・進んで、友達に自分が見つ

けたものの様子がわかるよ

うに書き表し方を工夫し、学

習課題にそって、文章に対す

る感想を伝え合おうとして

いる。 

言葉の文化④「あいうえ

お」であそぼう 
1 

△折句の文を読み、自分の名前やすきな

ものの名前を使って折句の文を作る。 

◎長く親しまれている言葉

遊びを通して、言葉の豊かさ

に気付いている。(⑶イ) 

 ・進んで長く親しまれている

言葉遊びを通して、言葉の豊

かさに気づこうとし、学習の

見通しをもって折句の文を

作っている。 

三 心にのこったところ

をしょうかいし合おうな

いた赤おに 

7 

□登場人物の気持ちの移り変わりを考

えながら、『ないた赤おに』を読み、心に

残ったことを話し合う。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

○「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ)◎「読むこ

と」において、文章の内容と

自分の体験とを結び付 

・進んで言葉や表現に着目し

ながらお話を読み、学習課題

にそって繰り返し読むこと

で、初読の感想から自分の考

えを深めようとしている。 

読書の広場③「お話びじゅ

つかん」を作ろう 
5 

△自分の読んだ本の中でいちばん心に

残ったところを絵に描いて紹介する。 

◎読書に親しみ、いろいろな

本があることを知っている。

〇「読むこと」において、文

章の内容と自分の体験とを

・「お話びじゅつかん」を作る

という活動に見通しをもち、
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(⑶エ) 結び付けて、感想をもってい

る。(C⑴オ)◎「読むこと」に

おいて、文章を読んで感じた

ことや分かったことを共有

している。(C⑴カ) 

進んで今までに読んできた

本を振り返って読んだり、カ

ード作りに取り組んでいた

りしている。 

四 しつもんしたり答え

たりして、つないで話し合

おう「クラスお楽しみ会」

をひらこう 

8 

◇話し合いでクラスで行う遊びを決め、

「クラスお楽しみ会」を開く。 

◎共通、相違、事柄の順序な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。(⑵ア) 

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、互いの話に関心をも

ち、相手の発言を受けて話を

つないでいる。(A⑴オ) 

・積極的に互いの話に関心を

もち、相手の発言を受けて話

をつないで、学習課題にそっ

て「クラスお楽しみ会」です

る遊びを決めるために、グル

ープで話し合おうとしてい

る。 

心がうごいたことを書こ

うみじかい言葉で 
5 

■語と語や文と文との続き方に注意し

ながら、内容のまとまりがわかるように

書き表し方をくふうして心が動いたこ

とを短い言葉で書く。 

◎言葉には、事物の内容を表

す働きや、経験したことを伝

える働きがあることに気付

いている。(⑴ア) 

◎「書くこと」において、語

と語や文と文との続き方に

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。(B⑴ウ) 

・進んで言葉の書き表し方を

工夫し、学習の見通しをもっ

て、心が動いたことを短い言

葉で書いたり友達の作品の

よさを見つけようとしたり

している。 

漢字の広場④漢字のつか

い方と読み方 
2 

△漢字の使い方や読み方、意味などを考

えて漢字を正しく使う。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

 ・積極的に前学年や当該学年

で配当されている漢字を読

み、学習の見通しをもって漢

字を正しく使おうとしてい

る。 
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表の第２学年までに配当さ

れている漢字を読んでいる。

また、第１学年に配当されて

いる漢字を書き、文や文章の

中で使うとともに、第２学年

に配当されている漢字を漸

次書き、文や文章の中で使っ

ている。(⑴エ) 

一年生で学んだ漢字③ 2 

△絵を見て想像したことをもとに、１年

生で学んだ漢字などを使って文を書く。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２ 

◎「書くこと」において、語

と語や文と文との続き方に

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。(B⑴ウ) 

・積極的に前学年で配当され

ている漢字を書き、学習の見

通しをもって文や文章を書

こうとしている。 

五 せつめいのくふうを

たしかめて読み、せつめい

書を書こうジャンプロケ

ットを作ろう 

12 

□順序を示す書き方を知る。 ◎共通、相違、事柄の順序な

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。(⑵ア) 

○「書くこと」において、自

分の思いや考えが明確にな

るように、事柄の順序に沿っ

て簡単な構成を考えること。

(Ｂ⑴イ)◎「読むこと」におい

て、文章の内容と自分の体験

とを結び付けて、感想をもっ

ている。(C⑴ 

・進んで説明の工夫を見つけ

ようとし、学習課題にそっ

て、感じたことやわかったこ

とをノートにまとめている。 

五 せつめいのくふうをた 7 ■おもちゃの作り方や遊び方について、 ◎共通、相違、事柄の順序な ◎「書くこと」において、自 ・進んで説明する順序に注意
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しかめて読み、せつめい書

を書こうおもちゃのせつ

めい書を書こう 

順序にそって構成を考え、内容のまとま

りがわかるように書き表し方を工夫し

て説明書を書く。 

ど情報と情報との関係につ

いて理解している。(⑵ア) 

分の思いや考えが明確にな

るように、事柄の順序に沿っ

て簡単な構成を考えている。

(B⑴イ) 

し、学習課題にそって、わか

りやすく説明する文章を書

こうとしている。 

しを読もうせかいじゅう

の海が 
2 

□音読をとおして言葉のリズムや響き

を楽しむとともに、無限に広がる想像の

世界を楽しむ。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

◎「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ) 

・積極的に文章を読んで感じ

たことやわかったことを共

有し、学習の見通しをもって

想像したことを発表しよう

としている。 

六 場面や人物の様子を

そうぞうして、音読げきを

しようかさこじぞう 

11 

□文章を読んで、場面や登場人物の様子

に着目して具体的に想像し、伝え合った

り演じたりする。 

◎語のまとまりや言葉の響

きなどに気を付けて音読し

ている。(⑴ク) 

◎「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登場人

物の行動を具体的に想像し

ている。(C⑴エ)○「読むこ

と」において、文章を読んで

感じたことや分かったこと

を共有している。(C⑴カ) 

・すすんで、場面の様子に着

目して登場人物の行動を具

体的に想像し、学習の見通し

をもって音読発表会をしよ

うとしている。 

言葉の文化⑤かるたであ

そぼう 
3 

△日本に古くから伝承されている昔遊

び（かるた）を知り、実際に遊ぶことを

とおしてその魅力を知る。 

◎長く親しまれている言葉

遊びを通して、言葉の豊かさ

に気付いている。(⑶イ) 

 ・すすんで長く親しまれてい

る言葉遊びを通して、言葉の

豊かさに気づき、学習の見通

しをもってかるたを楽しも

うとしている。 

じゅんじょに気をつけて

せつめいしようおはじき

のあそび方 

4 

◇昔の遊びについて、遊び方を調べて説

明する。 

◎音節と文字との関係、アク

セントによる語の意味の違

いなどに気付くとともに、姿

◎「話すこと・聞くこと」に

おいて、相手に伝わるよう

に、行動したことや経験した

・積極的に相手に伝わるよう

に話す事柄の順序を考え、今

までの学習を生かして、昔の
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勢や口形、発声や発音に注意

して話している。(⑴イ) 

ことに基づいて、話す事柄の

順序を考えている。(A⑴イ) 

遊びの遊び方について説明

しようとしている。 

言葉の広場⑤主語とじゅ

つ語 
3 

△文を読んで、主語と述語の対応を考

え、正しく使うことができる。 

◎文の中における主語と述

語との関係に気付いている。

(⑴カ) 

 ・積極的に文の中における主

語と述語との関係に気づき、

学習の見通しをもって文を

読んだり書いたりしようと

している。 

漢字の広場⑤同じ読み方

の漢字 
2 

△同じ読み方の漢字を集め、漢字を正し

く使う。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２学年までに配当さ

れている漢字を読んでいる。

また、第１学年に配当されて

いる漢字を書 

 ・積極的に当該学年までに配

当されている漢字を読み、学

習の見通しをもって、同じ読

み方の漢字を正しく使おう

としている。 

七 思い出をくわしく書

いて、読みかえそうこんな

ことができるようになっ

たよ 

13 

■経験したことやできるようになった

ことなどについて、必要な事柄を集めた

り確かめたりして文章を書き、まちがい

がないか読み返す。 

◎長音、拗音、促音、撥音な

どの表記、助詞の「は」、「へ」

及び「を」の使い方、句読点

の打ち方、かぎ(「 」)の使い

方を理解して文や文章の中

で使っている。また、平仮名

及び片仮名を読み、書くとと

◎「書くこと」において、経

験したことや想像したこと

などから書くことを見付け、

必要な事柄を集めたり確か

めたりして、伝えたいことを

明確にしている。(B⑴ア)◎

「書くこと」において、文章

・粘り強く文章を読み返し

て、今までの学習を生かし

て、まちがいを直そうとした

り確かめたりしている。 
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もに、片仮名で書く語の種類

を知り、文や文章の 

を読み返す習慣を付けると

とも 

言葉の広場⑥音や様子を

あらわす言葉 
3 

△擬声語や擬態語のはたらきなどを理

解し、文の中で使う。 

◎身近なことを表す語句の

量を増し、話や文章の中で使

うとともに、言葉には意味に

よる語句のまとまりがある

ことに気付き、語彙を豊かに

している。(⑴オ) 

 ・積極的に、音や様子を表す

ことができる言葉があるこ

とに気づき、学習の見通しを

もって文の中で使おうとし

ている。 

漢字の広場⑥組み合わせ

てできている漢字 
2 

△同じ部分をもつ漢字を集め、漢字を正

しく使う。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２学年までに配当さ

れている漢字を読んでいる。

また、第１学年に配当されて

いる漢字を書き、文や文章の

中で使うとともに、第２学年

に配当されている漢字を漸

次書き、文や文章の中で使っ

ている。(⑴エ) 

 ・積極的に当該学年までに配

当されている漢字を読み、学

習の見通しをもって、同じ部

分をもつ漢字を正しく使お

うとしている。 

一年生で学んだ漢字④ 2 
△絵を見て想像したことをもとに、１年

生で学んだ漢字などを使って文を書く。 

◎第１学年においては、別表

の学年別漢字配当表の第１

◎「書くこと」において、語

と語や文と文との続き方に

・積極的に前学年で配当され

ている漢字を書き、学習の見
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 15 

学年に配当されている漢字

を読み、漸次書き、文や文章

の中で使っている。第２学年

においては、学年別漢字配当

表の第２ 

注意しながら、内容のまとま

りが分かるように書き表し

方を工夫している。(B⑴ウ) 

通しをもって文を書こうと

している。 

八 何が、どのようにかわ

ったかに気をつけて読み、

お話をしょうかいしよう

アレクサンダとぜんまい

ねずみ 

16 

□何が、どうかわったかに気をつけて読

み、あらすじをまとめてお話を紹介す

る。 

◎言葉には、事物の内容を表

す働きや、経験したことを伝

える働きがあることに気付

いている。(⑴ア) 

◎「読むこと」において、文

章の内容と自分の体験とを

結び付けて、感想をもってい

る。(C⑴オ)◎「読むこと」に

おいて、文章を読んで感じた

ことや分かったこ 

・すすんで自分の体験と結び

つけながらお話を読み、登場

人物の行動や場面の様子に

着目し、今までの学習を生か

してあらすじをまとめよう

としている。 

国語の学習  これまで 

これから 
2 

■一年間の国語学習を振り返ったり、こ

れからの学習について考えたりして、楽

しみながら学習できるようにする。 

 〇「話すこと・聞くこと」に

おいて、話し手が知らせたい

ことや自分が聞きたいこと

を落とさないように集中し

て聞き、話の内容を捉えて感

想をもっている。(Ａ(1)エ)◎

「書くこと」において、経験

し 

・すすんで経験したことから

書くことを見つけ、今までの

学習を生かして思い出した

ことや三年生でどんな学習

をしたいかを共有しようと

している。 

 


